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●お問い合わせ・電話予約・WEB予約・チケット販売［月曜を除く午前９時～午後５時］
　三股町立文化会館（Tel. 0986−51−3462 　https://bunka.town.mimata.lg.jp ）
●各公演とも前売にて完売の場合「 当日券」は販売しないことがあります。
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■公演名／みまた演劇フェスティバル「まちドラ！2024」
　　　　　町民参加型・朗読劇公演「ヨムドラ！」
■募集人数／約20人（参加費無料）
■対象／町内在住または職場が町内で、高校生以上の方
■演出／県外で活躍する演出家３名（20分ほどの作品を創作）
■上演日時／ 2024年5月25日（土）・26日（日）�
■稽古日程／ 4月･･･上旬から毎週木曜19:00～（週１回）
� 5月･･･3チームに別れ、各チームで調整
� 公演7日前から毎日の稽古となる見込みです。
■�応募方法／申込書を「文化会館�事務室」「役場総合受付」「文
化会館ホームページ」で入手してください。申込書に必要事
項をご記入の上、文化会館へお持ちください。
■応募締切／ 3月31日（日）
■お問い合わせ／三股町立文化会館　℡0986-51-3462
　　　　　　　　https://bunka.town.mimata.lg.jp

2024 年 5月。今年も、町民と全国から演劇人が集い
盛り上がる、三股の演劇のお祭り「まちドラ！」が開催され
ます。その中で開催される、町民参加型演劇「ヨムドラ！」
の出演者を募集いたします！演劇が初心者の方から経験者
まで、お気軽にご参加ください！

まちの演劇まちの演劇
やりたい人やりたい人
大募集大募集!!!!

ヨムドラ！とは…役者が台本を手に読みながら、声と簡単な動き
で演じる朗読劇の公演です。セリフを覚えなくて良いので初心
者でも気軽に参加できます！役者が台本(ドラマ)を読む＝ドラマ
をヨム＝ヨムドラ！

…２…２

ワクチンで守れる命があります ～もっと知ろう、HPVワクチンのこと～ …4ワクチンで守れる命があります ～もっと知ろう、HPVワクチンのこと～ …4
まちの話題…10まちの話題…10

三ツ葉のクローバー

お問い合わせ・チケット販売・予約　三股町立文化会館　℡0986-51-3462　https://bunka.town.mimata.lg.jp

演劇ワークショップ「みまた座」20期生･本公演

　ここは三ツ葉町という小さな町。その町には、小さな
図書館とその前の広場、団地やこども食堂、大きな森と、
その森の入口の不思議な研究所、「やまだ」という名前
の駄菓子屋さんなどがある。
　そしてこの町には、いろんな人たちが集い、出会い、
憩う公園があった。
　小学生のさよは、今日も、その公園で、四つ葉のク
ローバーを探していた。そんなさよの前に不思議な少女
が現れる……。

三股町立文化会館が毎年6月から3月にかけて開く

小中高生対象の演劇ワークショップです。演劇監督

に永山智行(劇作家、演出家、劇団こふく劇場)を

迎え、指導は三股町立文化会館フランチャイズカン

パニーである劇団こふく劇場の劇団員がしています。

子ども達の自由、表現の場として、平成16年に旗揚

げし、今年でなんと20年目になります！これまでに

延361人(実142人)が在籍しました。

みまた座は三股町立文化会館の基本理念｢思い 育

み 知の創造｣の姿そのものであり、大切な宝である。

●構成・演出／永山智行（みまた座演劇監督・劇団こふく劇場）
●日　時／ 2024年3月31日（日）11：00 ／ 15：00
　（２回公演・開場は開演の30分前）
●料　金／小学生以上…300円・未就学児…無料
　※上演回指定　※全席自由　
●出　演／演劇ワークショップ「みまた座20期生」34名

みまた座 OB・OG　劇団こふく劇場の俳優陣
●主　催／三股町・三股町教育委員会

みまた座とは？

第7回
みまた　　霧島パノラマまらそん



1 月 28 日、ふれあい中央広場をスタート・ゴールとする「第
7 回みまたん霧島パノラマまらそん」が開催されました。今回は、
ハーフの部に加え、4 年ぶりに 2㌔・3㌔・5㌔の各部門が復活し、
町内外から 1535 人がエントリー。オープニングでは、茨城県か
らの参加者に「遠来賞」、最高年齢の男女 1 人ずつに「最高年齢
賞」が贈られました。

当日は、スタート直前に小雨が降るあいにくの天気でしたが、

懸命に走る参加者に大きな声援を送る人や手をつなぎ笑顔で
ゴールする参加者も多く、会場は大きな歓声に包まれていまし
た。また、町物産館「よかもんや」などによる「よかもん朝市」も
同時開催されました。

本大会のボランティアスタッフは自治公民館をはじめ、地元中
学・高校・大学・専門学校の学生、消防団など、約 650 人。沿
道の声援も加わり、地域が力を合わせて大会を支えました。

ハーフ 男子総合優勝ハーフ 男子総合優勝
河野 健一さん河野 健一さん

第7回みまた　　霧島パノラマまらそん

エントリー総
数

エントリー総
数

15351535人！人！

ハーフ 女子総合優勝ハーフ 女子総合優勝
石元 智美さん石元 智美さん

最高年齢賞（男性）最高年齢賞（男性）
枦木 後郎さん枦木 後郎さん

最高年齢賞（女性）最高年齢賞（女性）
安藤 章子さん安藤 章子さん

遠来賞（茨城県）遠来賞（茨城県）
田村 章子さん田村 章子さん

仮装大賞仮装大賞
出田　 理さん出田　 理さん

同時開催の「よかもん朝市」には同時開催の「よかもん朝市」には
町内事業者など22店舗が出店町内事業者など22店舗が出店
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私
た
ち
は
、
風
邪
を
ひ
い
た
ら
す
ぐ
病
院

を
受
診
し
、
安
い
お
金
で
治
療
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
一
方
、
外
国
で
は
治
療
に

多
額
の
お
金
が
か
か
る
た
め
、
病
院
の
受
診

自
体
が
難
し
い
国
も
多
く
、
ま
ず
は
病
気
を

防
ぐ｢

予
防｣

が
重
要
に
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
日
本
で
は
病
気
に
対
す
る｢

予
防｣

の

意
識
が
浸
透
し
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
ワ
ク
チ
ン
は｢

予
防｣

の
代
表
で
あ
り
、

健
康
の
基
礎
で
す
。
現
在
、
日
本
の
乳
幼
児

の
死
亡
率
が
世
界
で
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
低

い
の
は
、
乳
幼
児
に
多
く
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
行
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
子

宮
頸
が
ん
を
防
ぐ
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
も
、
そ

れ
ら
と
同
じ
く
重
要
な
ワ
ク
チ
ン
の
１
つ

で
す
。

私
は
産
婦
人
科
医
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
多

く
の
子
宮
頸
が
ん
の
患
者
さ
ん
を
治
療
し
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
若
く
し
て
子
宮
を
摘

出
し
た
り
、
命
を
落
と
し
た
り
す
る
患
者
さ

ん
を
診
て
き
ま
し
た
。
子
宮
頸
が
ん
は
、
分

か
っ
て
か
ら
治
療
す
れ
ば
い
い
病
気
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
命
は
無
事
で
も
、
子
宮
を
全
摘

出
し
た
な
ら
妊
娠
は
望
め
ま
せ
ん
し
、
頸
部

の
円
錐
切
除
で
も
早
産
や
不
妊
の
リ
ス
ク
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
患
者
さ
ん
の
４
人
に

１
人
は
５
年
以
内
に
命
を
落
と
す
と
い
う

よ
う
な
、
と
て
も
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。
そ

し
て
な
ん
と
、
宮
崎
県
の
罹
患
率
は
全
国
で

ワ
ー
ス
ト
１
位
で
す
。
し
か
し
、
子
宮
頸
が

ん
は
、
そ
の
原
因
の
99
％
が
Ｈ
Ｐ
Ｖ
へ
の
感

染
で
あ
り
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
で
予
防
が
十

分
可
能
な
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
す
で

に
、
世
界
で
は
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
が
20
年
近

く
に
わ
た
り
広
く
普
及
し
、
多
く
の
国
で
効

果
を
発
揮
す
る
な
ど
、
今
や
若
い
人
の
健
康

に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。Ｗ

Ｈ
Ｏ（
世
界
保
健
機
関
）は
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
90
％
、
が
ん
検
診
を
70
％
の
女
性
に
普
及

さ
せ
る
こ
と
で
頸
が
ん
を
将
来
、
世
界
か
ら

撲
滅
す
る
と
宣
言
し
ま
し
た
。

日
本
で
も
、
令
和
４
年
４
月
か
ら
副
反
応

に
関
し
特
段
の
懸
念
が
な
い
と
し
て
積
極

的
勧
奨
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
十

分
に
接
種
は
普
及
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
今
も
日
々
多
く
の
若
者
が
Ｈ
Ｐ
Ｖ
に
感

染
し
て
い
る
と
思
わ
れ
、
産
婦
人
科
医
と
し

て
危
機
感
を
覚
え
ま
す
。
頸
が
ん
の
多
い

日
本
に
と
っ
て
ワ
ク
チ
ン
は
正
に
救
世
主

で
す
。
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
を
早
急
に
普
及
さ

せ
、
若
い
世
代
を
感
染
か
ら
守
り
、
将
来
の

健
康
に
繋
げ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す

IN
TE
RV
IE
W宮

崎
県
立
看
護
大
学

川か
わ

越ご
え 

靖や
す

之ゆ
き 

教
授

3月1日（金）～７日（木）は
「子ども予防接種週間」
予防接種の受け忘れはありませんか？
詳しくは町公式サイトを
確認してください。

任意接種 定期接種 種類
個人予防を目的とする感染症

（B類疾病） 集団予防を目的とする感染症（A類疾病） 感染症の
分類

髄
膜
炎
菌
ワ
ク
チ
ン

Ａ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン

３
種
混
合
ワ
ク
チ
ン

お
た
ふ
く
か
ぜ

ワ
ク
チ
ン

成
人
用
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン

水
痘
ワ
ク
チ
ン

Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン

Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン

Ｂ
Ｃ
Ｇ

４
種
混
合
ワ
ク
チ
ン

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン

小
児
用
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン

Ｈ
ｉ
ｂ
ワ
ク
チ
ン

ワ
ク
チ
ン
名

髄
膜
炎
菌
感
染
症

Ａ
型
肝
炎

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ジ
フ
テ
リ
ア
、
百
日
せ

き
、破
傷
風

お
た
ふ
く
か
ぜ

（
流
行
性
耳
下
腺
炎
）

高
齢
者
の

肺
炎
球
菌
感
染
症

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

Ｈ
Ｐ
Ｖ
感
染
症

（
子
宮
頸
が
ん
）

日
本
脳
炎

水
痘（
み
ず
ぼ
う
そ
う
）

Ｂ
型
肝
炎

麻
し
ん
、風
し
ん

結
核

ジ
フ
テ
リ
ア
、
百
日
せ

き
、破
傷
風
、ポ
リ
オ

感
染
性
胃
腸
炎

（
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
）

小
児
の
肺
炎
球
菌
感
染

症（
細
菌
性
髄
膜
炎
、

敗
血
症
、肺
炎
な
ど
）

Ｈ
ｉ
ｂ
感
染
症（
細
菌

性
髄
膜
炎
、
喉
頭
蓋
炎

な
ど
）

予
防
で
き
る
感
染
症

【
表
①
】定
期
接
種
と
任
意
接
種
の
ワ
ク
チ
ン
一
覧
表

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
昭
和
45
年
の

男
性
の
平
均
寿
命
は
69
・
３
歳
、
女
性
は

74
・
７
歳
で
す
。
そ
れ
か
ら
50
年
後
の

令
和
２
年
に
は
、
男
性
81
・
６
歳
、
女
性

87
・
７
歳
と
、
男
女
と
も
80
歳
を
上
回
っ

て
い
ま
す
。
平
均
寿
命
が
延
び
た
理
由
に

は
、
食
生
活
や
医
療
の
発
展
が
あ
り
ま
す

が
、
ワ
ク
チ
ン
が
あ
る
こ
と
も
そ
の
一
つ

で
す
。

ワ
ク
チ
ン
と
は

新
型
コ
ロ
ナ
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な

ど
、
わ
た
し
た
ち
の
身
の
回
り
に
あ
る
さ

ま
ざ
ま
な
感
染
症
の
原
因
は
細
菌
や
ウ
イ

ル
ス
で
す
。
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
が
体
に
入

る
と
、
こ
れ
ら
を
攻
撃
し
排
除
す
る「
免

疫
」が
働
き
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
は
、
こ
の

免
疫
の
仕
組
み
を
利
用
し
た
も
の
で
す
。

病
原
性
を
弱
め
た
り
活
性
を
無
く
し
た
ウ

イ
ル
ス
、
細
菌
や
毒
素
な
ど
か
ら
作
ら
れ

た
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
、
あ
ら
か
じ
め
免

疫
を
作
る
こ
と
で
、
感
染
症
に
か
か
ら
な

い
、
か
か
っ
て
も
重
症
化
し
な
い
よ
う
に

し
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
予
防
接
種
に

は
、
法
律
に
基
づ
い
て
市
町
村
が
主
体
と

な
っ
て
実
施
す
る「
定
期
接
種
」と
、
希

望
す
る
人
が
各
自
で
受
け
る「
任
意
接
種
」

が
あ
り
ま
す
。
定
期
接
種
に
は
、
全
員
が

接
種
し
、
免
疫
を
持
つ
こ
と
で
国
内
で
の

感
染
者
が
少
な
く
、
感
染
が
起
こ
っ
た
と

し
て
も
流
行
し
な
い
状
態
を
維
持
す
る

た
め
の
ワ
ク
チ
ン
が
あ
り
ま
す（
表
①
参

照
）。
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
０
歳
～
小
学
校

入
学
前
に
接
種
す
る
こ
と
が
保
護
者
の
努

力
義
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

そ
の
中
で
接
種
対
象
者
が
小
学
６
年
生

～
高
校
１
年
生
の
女
子
に
な
っ
て
い
る

ワ
ク
チ
ン
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
、
Ｈ
Ｐ

Ｖ（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
）ワ
ク

チ
ン
で
す
。
Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
、
性
的
接
触
の
あ

る
女
性
で
あ
れ
ば
50
％
以
上
が
生
涯
で
一

度
は
感
染
す
る
と
さ
れ
て
い
る
一
般
的
な

ウ
イ
ル
ス
で
す
。
ほ
か
の
ワ
ク
チ
ン
は
結

核
や
風
し
ん
の
よ
う
に
感
染
す
る
と
重
篤

な
症
状
に
な
る
も
の
か
ら
守
る
も
の
な
の

に
、
な
ぜ
一
般
的
な
ウ
イ
ル
ス
で
あ
る
Ｈ

Ｐ
Ｖ
の
ワ
ク
チ
ン
を
特
定
の
年
代
の
女
子

が
接
種
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
は
、
子
宮
頸
が
ん
の
ほ
と
ん
ど

が
Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
感
染
が
原
因
で
起
こ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
か
ら
で
す
。

子
宮
頸
が
ん
は
、
毎
年
約
１
万
１
千
人

が
か
か
り
、
約
２
９
０
０
人
が
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。
Ｈ
Ｐ
Ｖ
に
感
染
し
た
ら
必
ず

子
宮
頸
が
ん
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と
で
将

来
の
が
ん
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

れ
ば
、
接
種
の
必
要
性
を
実
感
で
き
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ワクチンで
守れる命があります。
～もっと知ろう、HPVワクチンのこと～
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子宮頸部がん
県のがんに関する情報が掲載される「がんネッ

トみやざき」によると、県内のがん罹患率は減少
傾向にあり、胃がん、大腸がんの罹患率は全国よ
り低い状況です。
しかし、子宮頸がん罹患率は、全国と比較して
高い状況が続いています。
また、HPVワクチンの接種実施率は、年度を
経るごとに増えているものの、県は全国と比較し
て低い状況が続いています。
なお、本町の実施率は公表されていないもの
の、県の実施率よりも低いことが分かっています。

HPVワクチンの積極的勧奨の差し控えにより、ワクチン
接種の機会を逃した、次の生年月日の女性は、キャッチアッ
プ接種の対象者として、公費でHPVワクチンを接種するこ
とができます。ワクチンの種類などによって接種のタイミン
グ、回数が異なります。HPVワクチンに関することや接種を
行っている町内の医療機関など、詳しくは町公式サイトをご
確認ください。
●対象者:平成9年4月2日~平成19年4月1日生まれ
●接種可能な期間:令和7年3月まで

ＨＰＶワクチンは、キャッチ
アップ接種も行っています

●接種後に不安があるとき
まずは接種した医療機関、かかりつけ医
に相談
➡�より専門的な診療が必要な場合は宮
崎大学医学部付属病院で紹介受診が
可能。

●不安や疑問、困ったことがあるとき
町健康管理センターにご相談ください。

☎５２－８４８１

ＨＰＶワクチン相談体制
があります

年　度 R1 R2 R3 R4

全　国 3.3 15.9 37.4 42.2

宮崎県 3.2 14.2 26.5 33.3

HPVワクチンの定期接種実施率の推移

（単位：％）

平成25年4月からの定期予防接種の際には、副反応
とされる症状がたくさん報告されましたが、厚生労働
省の追跡調査ではその約９割が７日以内に回復してい
ます。ＨＰＶワクチンの安全性はＷＨＯ(世界保健機構)
も認めるところです。
ワクチンは体調のいいときに接種しましょうといわれま
すが、心の方も｢これを打てば大丈夫｣という明るい
気持ちで接種することも、実はとても大切なことです。

そんなことはありません。
ＨＰＶワクチンはヒトパピローマウイルスの感染を防ぐ
ものですが、このウイルスは男性から女性に、女性か
ら男性に伝染することがあります。ＨＰＶが口の奥に
感染すれば、中咽頭がんを引き起こす原因にもなりま
す。男性がＨＰＶやＨＰＶワクチンへの理解を深めること
は、女性を子宮頸がんから守るだけでなく、自分を守
ることにもつながります。

それは、年齢とワクチンの種類によります。
９価ワクチンを15歳になるまでに１回目の接種を行った
場合のみ、２回接種で終了することができます。しか
し、その２回の接種は５カ月以上間隔を空ける必要が
あります。また９価ワクチンを15歳なってから接種す
る場合には３回接種します。従来からある４価ワクチン
では、年齢に関わらず３回接種します。

副反応とHPVワクチンに因果関係はないと聞
きました。分かっているつもりですが、やっぱ
り副反応が怖いです。

ＨＰＶワクチンって子宮頸がん予防ワクチ
ンですよね？ 僕は男だから関係ないな…。

ＨＰＶワクチンは必ず３回打たないといけな
いんですか？

データで見る子宮頸がんとHPVワクチン

町
公
式
サ
イ
ト

川越先生に「HPVワクチン」について聞きました
昭
和
20
年
代
ま
で
は
国
民
病
と
言
わ
れ

て
い
た
結
核
。
今
で
も
高
齢
者
を
中
心
に

発
病
す
る
感
染
症
で
す
が
、
子
ど
も
の
感

染
者
数
は
激
減
し
て
い
ま
す
。
こ
の
要
因

と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
が
、
乳
幼
児
で
接

種
す
る「
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
」で
す
。
感

染
症
は
、
そ
の
原
因
の
多
く
が
細
菌
や
ウ

イ
ル
ス
と
い
っ
た
病
原
体
へ
の
感
染
で

す
。
感
染
を
防
ぐ
こ
と
、
感
染
し
た
と
し

て
も
症
状
を
軽
く
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
命
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
。
ワ
ク
チ

ン
は
そ
の
た
め
に
あ
り
ま
す
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
は
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
感
染

を
予
防
し
、
未
来
の
が
ん
を
防
ぐ
も
の
で

す
。
が
ん
に
な
っ
て
も
治
療
す
れ
ば
い

い
、
検
診
を
受
け
て
早
期
発
見
と
早
期
治

療
す
れ
ば
い
い
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
治
療
に
は
費
用
と
時
間
が

か
か
り
ま
す
。
後
遺
症
が
残
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
検
診
を
受
け
る
こ
と
は
大
切
で

す
が
、
早
期
発
見
は
で
き
て
も
、
が
ん
を

防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
防
ぐ
方
法
が

あ
る
の
に
防
が
な
い
の
は
、
も
っ
た
い
な

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

ワ
ク
チ
ン
は
、
自
分
へ
の
感
染
や
重
症

化
を
防
ぐ
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
人
が
接

種
す
る
こ
と
で
流
行
を
阻
止
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
さ
ら
に
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
は
自
分
だ
け
で
な
く
、
将
来
生
ま
れ

て
く
る
命
も
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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三股町立
文化会館
〒889─1901 三股町大字樺山3404─2
TEL.51-3462 FAX.51-3561

昨年の「みまた座19期生」本公演

「まちドラ！」本番の様子

三股町立
図 書 館
〒889─1901 三股町大字樺山3406─8
TEL.51-3200　FAX.51-3751

芥川・直木賞受賞作品を
読んでみませんか

ぶどうの会のおはなし会を行いました

毎
年
、
冬
が
終
わ
る
と
春
が
来

ま
す
。
日
本
と
同
じ
よ
う
に
、
ア

メ
リ
カ
に
も
春
分
の
日
が
あ
り

ま
す
。
今
年
の
春
分
の
日
は
、
日

本
が
３
月
20
日
、
ア
メ
リ
カ
で
は

３
月
19
日
で
す
。
と
こ
ろ
で
、
季

節
の
移
り
変
わ
り
に
は
地
軸
の
傾

き
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ

て
い
ま
す
か
。
冬
は
地
軸
が
太
陽

と
離
れ
た
方
向
に
傾
い
た
ま
ま
公

転
す
る
た
め
、
昼
が
短
く
な
り
ま

す
。
そ
し
て
、
春
分
の
日
に
は
太

陽
に
対
し
て
離
れ
て
も
傾
い
て
も

い
な
い
の
で
昼
と
夜
の
時
間
が
ほ

ぼ
同
じ
長
さ
に
な
り
、
夏
至
に
は

太
陽
の
方
に
傾
く
の
で
、
１
日
ご

と
に
昼
の
時
間
が
長
く
な
っ
て
い

き
ま
す
。

春
分
に
関
し
て
興
味
深
い
こ

と
は
も
う
一
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ

が
、
地
球
上
の
全
て
の
人
に
と
っ

て
、
太
陽
が
真
東
か
ら
昇
り
、
真

西
に
沈
む
の
は
年
に
２
回
し
か
な

い
！
と
い
う
こ
と
で
す
。

ア
メ
リ
カ
で
は
春
分
の
日
を

「The first day of Spring

」と

言
い
ま
す
。
季
節
の
移
り
変
わ
り

が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
は
春

の
陽
気
や
花
の
美
し
さ
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
私
の
春

の
楽
し
み
は
、三
股
の
桜
で
す
。

地域おこし協力隊通信 vol.49

西
畑
よ
し
子

小
み
か
ん
が
鈴
生
り
の
実
に
初
め
て
の
摘
果
作
業
す
る
雨
上
り
の
庭

温
か
い
便
座
に
母
を
思
い
出
す
綿
入
れ
を
着
て
働
き
者
だ
っ
た

[

短
歌]

 

◆◆
◆◆
◆◆  

三
股
短
歌
会 

◆◆
◆◆
◆◆

【

】
大
正
生
ま
れ
の
母
は
、
冬
に
な
る
と
綿
入
れ
を
着
て
寒
さ
を
し
の

い
で
い
ま
し
た
。
温
か
い
便
座
は
今
で
は
あ
た
り
ま
え
に
な
り
ま

し
た
が
、
生
き
て
い
た
ら
こ
ん
な
に
温
か
い
ト
イ
レ
が
あ
る
の
か

と
び
っ
く
り
し
た
事
で
し
ょ
う
。
あ
ん
な
に
重
ね
着
し
な
く
て
も

軽
く
て
温
か
い
服
が
今
で
は
い
っ
ぱ
い
あ
る
の
に
と
思
い
ま
す
。

301

上
門
典
子

今
年
の
み
か
ん
は
た
く
さ
ん
実
を
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。
食
べ
る

分
だ
け
取
っ
て
は
炬
燵
の
中
で
食
べ
る
み
か
ん
は
格
別
で
す
。

外国語指導助手のコーナー

今月の表紙

『笑顔を守るためにできること』

三股町消防出初式

１月１４日、新春恒例の三股町消
防出初式が行われました。今年は、
幼年消防クラブが４年ぶりに復活。
発水訓練と防火の誓いを宣言する
大きな声で、式に花を添えました。
幼年消防クラブは、幼少期から防
火意識を持ってもらおうと、平成元
年に町内の保育園ごとに結成され
ました。近年、町内で発生する火災
の件数は減少しています。しかし、
引き続き注意が必要です。３月１日
～７日は、春の火災予防週間。この
機会に、防火への備えを見直して
みませんか。

わたしたち協力隊の活動の

ようすをお伝えします！

会
た
ま
ひ
で
杯
に
参
加
す
る
は
め
に
な
る
。

人
生
の
愛
し
く
ほ
ろ
苦
い
味
わ
い
を
つ
づ
る

全
２
篇
を
収
録
す
る
。

直
木
賞
受
賞
の
河
﨑
秋
子
氏
、
万
城
目
学

氏
の
他
の
著
作
も
多
数
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ぶ
ど
う
の
会
お
は
な
し
会
を
開
催
し
ま
し
た

１
月
27
日
（
土
）
に
、
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
ぶ
ど
う
の
会
に
よ
る
お
は

な
し
会
を
行
い
ま
し
た
。
20
人
ほ
ど
の
参
加

が
あ
り
、
大
型
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
わ
ら

べ
う
た
、
牛
乳
パ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
や
パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
お
話
を
楽
し

み
ま
し
た
。

手
作
り
し
お
り
を
つ
く
っ
て
み
よ
う

読
書
に
欠
か
せ
な
い
し
お
り
を
手
作
り
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
実
施
日
時
は
、
３
月
16
日

（
土
）、
17
日
（
日
）
の
午
後
２
時
～
４
時
。
図

書
館
多
目
的
ル
ー
ム
で
行
い
ま
す
。
参
加
申

し
込
み
は
不
要
で
す
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

◆�

休
館
案
内（
17
㌻
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
）

１
月
に
発
表
さ
れ
た
第
１
７
０
回
芥
川

賞
・
直
木
賞
の
受
賞
本
を
紹
介
し
ま
す
。
図

書
館
で
ご
用
意
し
て
い
ま
す
が
、
貸
し
出
し

中
の
場
合
は
予
約
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
芥
川
賞
】「
東
京
都
同
情
塔
」

九く

段だ
ん

理り

江え

／
著　

新
潮
社

寛
容
論
が
浸
透
し
た
も
う
一
つ
の
日
本

で
、
新
し
い
刑
務
所
が
建
て
ら
れ
る
こ
と

に
。
犯
罪
者
に
寛
容
に
な
れ
な
い
建
築
家
・

牧
名
は
、
仕
事
と
信
条
の
乖
離
に
苦
悩
し
な

が
ら
パ
ワ
フ
ル
に
未
来
を
追
求
す
る
。

【
直
木
賞
】「
と
も
ぐ
い
」

河か
わ

﨑さ
き

秋あ
き

子こ

／
著　

新
潮
社

人
里
離
れ
た
山
中
で
犬
を
相
棒
に
ひ
と
り

狩
猟
を
し
て
生
き
て
い
た
熊
爪
は
、
血
痕
を

辿
っ
た
先
で
負
傷
し
た
男
を
見
つ
け
る
。
男

は
、
冬
眠
し
て
い
な
い
熊
「
穴
持
た
ず
」
を

追
っ
て
い
た
と
い
う
。

【
直
木
賞
】「
八
月
の
御
所
グ
ラ
ウ
ン
ド
」

万ま

城き

目め

学
ま
な
ぶ

／
著　

文
藝
春
秋

大
学
生
・
朽
木
は
、
借
金
の
カ
タ
に
、
早
朝

の
御
所
Ｇ（
グ
ラ
ウ
ン
ド
）で
謎
の
草
野
球
大

表
現
の
場
と
し
て
あ
り
続
け
る「
み
ま
た
座
」

の
今
を
味
わ
い
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

５
月
24
日
～
26
日
、
み
ま
た
演
劇
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル「
ま
ち
ド
ラ
！
２
０
２
４
」が
行
わ

れ
ま
す
。
町
の
施
設
を
利
用
し
た
４
つ
の
特

設
劇
場
を
巡
っ
て
、
お
芝
居
を
楽
し
む
！
と

い
う
毎
年
５
月
に
開
催
さ
れ
る
演
劇
の
お
祭

り
で
す
。
そ
の「
ま
ち
ド
ラ
！
」に
出
演
す
る

町
民
の
皆
さ
ん
を
募
集
し
ま
す
！

朗
読
劇
な
の
で
セ
リ
フ
は
覚
え
な
く
て
も

大
丈
夫
！
４
月
か
ら
週
１
回
の
練
習
を
し
て

１
週
間
前
か
ら
プ
ロ
演
出
家
の
指
導
で
20
分

ほ
ど
の
短
編
劇
を
創
作
し
ま
す
。「
演
劇
が

好
き
だ
！
」、「
お
芝
居
を
し
て
み
た
い
！
」、

「
新
し
い
こ
と
を
や
っ
て
み
た
い
！
」な
ど
な

ど
、
演
劇
初
心
者
か
ら
演
劇
好
き
ま
で
、
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

◆�

お
知
ら
せ
し
た
文
化
会
館
の
公
演
情
報

は
、
本
誌
裏
面
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

み
ま
た
座
20
期
生
本
公
演
！

３
月
31
日
（
日
）、
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
み
ま
た
座
20
期
生
本
公
演
「
三
つ
葉
の
ク

ロ
ー
バ
ー
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

小
・
中
学
生
が
対
象
の
「
み
ま
た
座
」
は
、

演
劇
監
督
に
永な
が

山や
ま

智と
も

行ゆ
き
（
劇
団
こ
ふ
く
劇

場
）、
講
師
に
同
劇
団
の
俳
優
陣
を
迎
え
、
平

成
16
年
に
開
講
。
こ
れ
ま
で
に
延
べ
３
２
７

人
が
在
籍
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
年
は

「
み
ま
た
座
」
20
年
目
の
記
念
公
演
。
作
品

は
、
過
去
の
作
品
を
集
め
新
た
に
作
っ
た
も

の
で
す
。

あ
ら
す
じ
は
『
こ
こ
は
三
ツ
葉
町
と
い
う

小
さ
な
町
。
町
に
は
、
広
場
が
あ
る
小
さ
な

図
書
館
、
団
地
、
こ
ど
も
食
堂
、
大
き
な
森

の
入
口
の
不
思
議
な
研
究
所
や
駄
菓
子
屋
さ

ん
「
や
ま
だ
」
な
ど
が
あ
る
。
あ
る
日
、
町
の

人
々
が
憩
う
公
園
で
、
小
学
生
の
さ
よ
は
、

四
つ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
を
探
し
て
い
た
。
そ

ん
な
さ
よ
の
前
に
不
思
議
な
少
女
が
現
れ
る

…
…
』
と
い
う
物
語
。

20
年
間
、
本
町
で
子
ど
も
た
ち
の
自
由
な

芥
川
賞
・
直
木
賞

受
賞
本
を
読
ん
で
み
ま
せ
ん
か

「春一番」

春の暖かさが心地よい季節になりましたね。町内もさま

ざまな花などが咲き始めて散歩が楽しくなります。この時

期は各地でイベントが多く、町内の作り手の皆さんも、出店

に向けて準備をしています。地域おこし協力隊の活動でお

世話になっている松崎刃物製作所も大忙しです。私が師匠

と仰ぐ職人の松崎英雄さんが手打ちで作る刃物は切れ味抜

群です。松崎師匠も80歳になりましたが、現役で日々製作

に取り組んでいます。私はこの工場の中で刃物を作るため

に使っている機械の音が心地よくて好きです。昭和の懐か

しい原風景の中に溶け込み、ノスタルジックな世界に身を

置いている気分になります。また、機械で

製作する師匠の姿は、機械を使うというよ

り50年を共に歩んできた相棒と語り合っ

ているように見え、感動すら覚えます。協

力隊の任期もあとわずかとなりましたが、

この姿を伝えて行きたいと思います。

『レトロ ノスタルジー』

地域おこし協力隊 江
え

森
もり

　聡
さとし

さん

ライト・デレック

ま
ち
ド
ラ
！
出
演
者
大
募
集
！

お
芝
居
を
初
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
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題話のちま

１
月
14
日
、
町
と
町
消
防
団

（
里さ

と

岡お
か

広ひ
ろ

志し

団
長
、
１
７
０
人
）

は
、
町
ふ
れ
あ
い
中
央
広
場（
町

立
文
化
会
館
西
側
）で
新
春
を
飾

る「
三
股
町
消
防
出
初
式
」を
行

い
ま
し
た
。こ
れ
は
、団
員
の
士

気
高
揚
と
消
防
技
術
の
向
上
を
目

的
に
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で

す
。当

日
は
式
典
に
先
立
ち
、消
防

車
両
14
台
に
よ
っ
て
、町
役
場
か

ら
会
場
ま
で
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ

ま
し
た
。式
典
で
は
、木
佐
貫
町

長
が
点
検
長
と
な
り
、機
動
本
部

か
ら
第
７
部
ま
で
の
各
部
の
服
装

や
規
律
、
消
防
器
械
の
整
備
状

況
、乗
車
状
態
か
ら
発
水
ま
で
の

所
要
時
間
な
ど
の
審
査
を
実
施
。

ま
た「
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
」が
放

水
を
行
っ
た
ほ
か
、業
務
に
功
績

の
あ
っ
た
団
員
や
家
族
協
力
者
へ

の
表
彰
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
式

は
、終
始
厳
粛
な
中
に
消
防
団
の

気
迫
と
見
事
な
規
律
を
感
じ
さ
せ

る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

審
査
結
果
と
受
賞
者
・
受
賞
団

体
・
感
謝
状
受
領
者
は
次
の
と
お

り
で
す（
敬
称
略
）。

出
初
式
点
検
・
発
水
の
審
査
結
果

１
位
／
第
２
部

２
位
／
第
５
部

３
位
／
第
７
部

最
優
秀
部
長
賞

第
１
部
長　
田た

尻じ
り

和か
ず

吉よ
し

受
賞
者
・
受
賞
団
体

【
県
知
事
表
彰
】

（
定
例
表
彰
）川か

わ

越ご
え

典の
り

和か
ず

（
感
謝
状
・
家
族
協
力
者
）

兒こ

玉だ
ま

た
え
子こ

【
県
消
防
協
会
長
表
彰
】

（
功
績
章
）下し

も

石い
し

賢け
ん

史じ

（
精
績
章
）別べ

っ

府ぷ

大だ
い

輔す
け

、
永な

が

田た

祐ひ
ろ

樹き

、田た

上が
み

尚た
け

彦ひ
こ

、中な
か

前ま
え

み
ど
り

（
感
謝
状・親
子
団
員
）里さ

と

岡お
か

広ひ
ろ

志し

、

大お
お

迫さ
こ

弥み

緒お

（
感
謝
状
・
家
族
協
力
者
）

山や
ま

領り
ょ
う

直な
お

美み

【
県
消
防
協
会
都
城
支
部
長
表
彰
】

（
優
良
部
）第
１
部

（
団
員
）緒お

方が
た

裕ひ
ろ

士し

、平ひ
ら

木こ

場ば

悟さ
と
る

、

中な
か

野の

亮り
ょ
う

一い
ち

、木き

下し
た

大だ
い

輔す
け

【
町
長
表
彰
】

（
幹
部
特
別
）大お

お

村む
ら

一か
ず

明あ
き

（
一
般
団
員
）大お

お

盛も
り

国く
に

治は
る

、久く

木き

山や
ま

徹と
お
る

、菊き
く

川か
わ

隆り
ゅ
う

児じ

、森も
り

宏ひ
ろ

幸ゆ
き

、時と
き

任と
う

宏ひ
ろ

宜の
り

、堀ほ
り

田た

光み
つ

明あ
き

、田た

口ぐ
ち

賢け
ん

児じ

、中な
か

村む
ら

香か

織お
り

（
感
謝
状
・
家
族
協
力
者
）緒お

方が
た

慶け
い

子こ

、中な
か

内う
ち

孝た
か

子こ

、原は
ら

村む
ら

和か
ず

代よ

、田た

原は
ら

奈な

津つ

美み

、時と
き

任と
う

絵え

美み

、上か
み

石い
し

由ゆ

紀き

、

高た
か

山や
ま

友ゆ

樹き

【
団
長
表
彰
】

（
一
般
団
員
）山や

ま

下し
た

勇ゆ
う

紀き

、ラ
イ
ト

デ
レ
ッ
ク
、中な

か

村む
ら

諒り
ょ
う

、村む
ら

中な
か

竜り
ゅ
う

生き

、

有あ
り

村む
ら

佑ゆ
う

文や

、西さ
い

郷ご
う

滉ひ
ろ

人と

Topics

←幼年消防による防火の誓い

各部、見事な規律を見せた

１
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登
半

島
地
震
の
復
興
に
向
け
た
支
援
の

輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

本
町
で
は
、町
役
場
ロ
ビ
ー
や

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
義
援
金
の

募
金
を
実
施
。１
月
29
日
に
は
三

股
小
の
児
童
か
ら
の
募
金
が
町
社

協
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、

同
校
の
５
年
生
が
中
心
と
な
っ
て

全
校
に
呼
び
か
け
た
も
の
で
す
。

５
年
生
は「
総
合
的
な
学
習
の
時

間
」で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
学
ん
で
い
て
、

地
震
の
発
生
を
受
け
て
自
分
た
ち

に
で
き
る
こ
と
を
し
よ
う
と
募

金
を
呼
び
か
け
る
チ
ラ
シ
、ポ
ス

タ
ー
や
募
金
箱
を
制
作
。昼
休
み

の
放
送
で
も
全
校
生
徒
に
呼
び
か

け
、義
援
金
12
万
２
７
０
９
円
を

集
め
ま
し
た
。

な
お
、本
町
に
は
２
月
９
日
ま

で
に
89
万
２
９
６
４
円
の
義
援
金

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

５
年
生
が
全
校
に
呼
び
か
け

三
股
小
が
石
川
県
へ
義
援
金
を
寄
付

見
事
な
規
律
で
消
防
出
初
式

海
上
保
安
庁
が
主
催
す
る「
第

24
回
未
来
に
残
そ
う
青
い
海
・
海

上
保
安
庁
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
」の

中
学
生
の
部
で
、三
股
中
３
年
の

向
井
彩
さ
ん
が
１
位
、同
２
年
の

日
髙
優
恵
里
さ
ん
が
２
位
に
選
ば

れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、海
洋
環
境

を
考
え
、海
へ
の
関
心
を
高
め
る

こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
、
２
人
は
宮
崎
県
、鹿
児
島

県
、熊
本
県
を
管
轄
す
る
第
十
管

区
海
上
保
安
本
部
の
中
学
生
の
部

で
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

Topics

海
上
保
安
庁
主
催
の
図
画
コ
ン
ク
ー
ル

三
股
中
生
徒
が
１
位･

２
位
に
入
選

「
空
と
海
と
砂
浜
の
描
き
分
け
が
大
変
で
、
砂

浜
は
絵
の
具
に
砂
を
混
ぜ
る
工
夫
を
し
て
描

き
ま
し
た
。き
れ
い
な
海
を
残
し
て
い
き
た
い

で
す
」

日ひ

高だ
か

優ゆ

恵え

里り

さ
ん

（
三
股
中
２
年
）

受
賞
者

「
海
が
鮮
や
か
で
、
き
れ
い
で
あ
っ
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
描
き
ま
し
た
。海
の
環
境
を
守
る

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
」

向む
か

井い　

彩あ
や

さ
ん

（
三
股
中
３
年
）

受
賞
者

２
人
の
作
品
は
２
月
15
日
ま
で

町
役
場
ロ
ビ
ー
で
展
示
。多
く
の

人
が
作
品
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

向井さんの作品

日高さんの作品

Topics

３
部
構
成
で
２
日
間

華
や
か
に「
文
化
の
祭
典
」

２
月
10
日
～
11
日
の
２
日
間
、

「
三
股
町
文
化
の
祭
典
」（
同
実
行

委
員
会
主
催
）が
、
町
立
文
化
会

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
は
第
１
部「
童
謡
ま
つ
り
」

で
開
幕
。
園
児
や
コ
ー
ラ
ス
グ

ル
ー
プ
な
ど
10
組
の
ほ
か
、ゲ
ス

ト
の
県
立
都
城
泉
ヶ
丘
高
校
合
唱

部
が
息
の
あ
っ
た
ハ
ー
モ
ニ
ー
を

披
露
し
ま
し
た
。

同
日
午
後
か
ら
の
第
２
部「
文

化
芸
能
ま
つ
り
」で
は
、
三
股
短

歌
会
の
会
員
と
小
・
中
学
生
が
自

作
の
短
歌
を
発
表
す
る
歌
詠
み
会

Topics

高
校
生
が
レ
シ
ピ
考
案

地
産
地
消
料
理
コ
ン
ク
ー
ル

「
ラ
ン
チ
を
最
後
ま
で
楽
し
め
る
よ
う
考
え
ま

し
た
。ゴ
マ
ク
リ
ー
ム
の
風
味
や
口
当
た
り
、

生
地
の
焼
き
方
な
ど
を
工
夫
し
ま
し
た
」

西に
し

川か
わ

珠み

來ら
い

さ
ん

（
都
城
東
高
校
2
年
）

デ
ザ
ー
ト
部
門

優
秀
賞

「
や
ま
め
と
合
わ
せ
出
汁
で
炊
き
上
げ
ま
し
た
。

盛
り
付
け
や
彩
り
な
ど
、一
品
だ
け
で
な
く
定

食
で
考
え
る
こ
と
は
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」

恒つ
ね

吉よ
し

柊し
ゅ
う

慈じ

さ
ん

（
都
城
東
高
校
2
年
）

料
理
部
門
優
秀
賞

小お

濱ば
ま

向こ
う

陽よ
う

さ
ん

（
都
城
東
高
校
2
年
）

２
月
９
日
、
都
城
東
高
校
で

「
第
９
回
三
股
町
地
産
地
消
料
理

コ
ン
ク
ー
ル
」が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。こ
れ
は
、町
農
畜
産
物
利
用

地
域
活
性
化
推
進
協
議
会
が
、地

産
地
消
の
推
進
な
ど
を
目
的
に

実
施
し
て
い
る
も
の
で
、今
回
は

４
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
同
高
校
調
理
科

の
２
年
生
48
人
が「
料
理
」ま
た

は「
デ
ザ
ー
ト
」の
部
門
に
参
加
。

「
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
」を
テ
ー
マ

に
ヤ
マ
メ
、ど
ぶ
ろ
く
、み
ま
た

ん
ご
ま
、バ
イ
オ
茶
、バ
イ
オ
茶

ポ
ー
ク
、宮
崎
牛
と
い
っ
た
特
産

品
を
使
用
し
、趣
向
を
凝
ら
し
た

創
作
料
理
を
出
品
し
ま
し
た
。審

査
員
は
、石
崎
敬
三
副
町
長
な
ど

10
人
。採
点
の
結
果
、料
理
部
門

は
小お

濱ば
ま

向こ
う

陽よ
う

さ
ん
、
恒つ

ね

吉よ
し

柊し
ゅ
う

慈じ

さ
ん
の「
や
ま
め
の
炊
き
込
み
ご

飯
」、
デ
ザ
ー
ト
部
門
は
西に

し

川か
わ

珠み

來ら
い

さ
ん
の「
金
ゴ
マ
ロ
ー
ル
ケ
ー

キ
」が
優
秀
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

優秀賞受賞者と考案したメニュー

味だけでなく見た目も審査

↑青空に向け、各部発水！

の
あ
と
、町
内
で
活
動
す
る
文
化

団
体
か
ら
６
団
体
と
３
人
の
師
匠

が
舞
踊
な
ど
を
披
露
。会
場
は
大

き
な
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

翌
日
は
、
第
３
部「
元
気
ま
つ

り
」。
町
教
育
委
員
会
が
主
催
す

る
生
涯
学
習
教
室
な
ど
で
活
動
す

る
17
団
体
が
日
ご
ろ
の
稽
古
・
練

習
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。ま

た
、同
会
館
の
ホ
ワ
イ
エ
で
は
２

日
間
に
わ
た
っ
て
書
道
や
押
し
花

と
い
っ
た
生
涯
学
習
教
室
の
作
品

展
示
も
行
わ
れ
、訪
れ
た
人
々
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

【第1部】童謡まつり【第1部】童謡まつり

【第2部】文化芸能まつり【第2部】文化芸能まつり

【第3部】元気まつり【第3部】元気まつり【生涯学習教室】作品展示【生涯学習教室】作品展示

【第1部】童謡まつり【第1部】童謡まつり
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ど
う
し
た
の
？｣ま

ず
は
声
か
け
か
ら
！

令
和
２
年
と
３
年
に
お
け
る
本
町
の

自
殺
死
亡
率
は
全
国
や
県
を
上
回
っ
て

い
ま
し
た
が
、
令
和
４
年
は
前
年
と
比
べ

約
半
分
に
減
少
し
ま
し
た
。
今
後
も
町
民

一
丸
と
な
っ
て
自
殺
予
防
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
り
ま
す
。
学
校
、
職
場
、
家
庭

や
健
康
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
か
ら
精

神
的
に
追
い
込
ま
れ
て
し
ま
う
こ
と
は

誰
に
で
も
起
こ
り
え
ま
す
。
あ
な
た
の
周

り
に
気
に
な
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。
町
民

の
皆
さ
ん
の
、
声
か
け
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

⃝
�

福
祉
・
消
費
者
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
が

あ
り
ま
す

本
町
で
は｢

家
庭
や
職
場
に
問
題
が
あ

る｣

、｢

話
し
相
手
が
い
な
い｣

、｢

生
き
る

こ
と
が
つ
ら
い｣

と
い
っ
た
悩
み
が
あ
る

人
や
そ
の
ご
家
族
、
大
切
な
人
を
自
死
で

亡
く
さ
れ
た
な
ど
、
自
殺
に
つ
な
が
る
要

因
と
な
る｢

こ
こ
ろ
の
悩
み｣

の
相
談
を
受

け
、
相
談
内
容
に
応
じ
て
関
係
機
関
に
つ

な
ぐ
な
ど
の
連
携
を
行
う｢

福
祉
・
消
費

生
活
相
談
セ
ン
タ
ー｣

を
運
営
し
て
い
ま

す
。相
談
は
無
料
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

⃝
利
用
時
間
＝
平
日
午
前
９
時
～
正
午
、

　
午
後
１
時
～
４
時　
☎
52
－
０
９
９
９

⃝
�

町
社
会
福
祉
協
議
会
と
も
連
携
し
て
い

ま
す

町
社
会
福
祉
協
議
会
内
の
生
活
困
窮
者

相
談
支
援
窓
口
で
は
、
悩
み
を
抱
え
る
人

に
寄
り
添
い
自
立
就
労
支
援
な
ど
、
立
ち

直
り
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

⃝

相
談
窓
口
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

・�

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
＝
県
自
殺
予
防
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト｢

ひ
な
た
の
お
せ
っ
か
い｣

、

10
代
の
若
者
向
け
心
の
健
康
応
援
特
設

サ
イ
ト｢

宮
崎
こ
こ
ろ
の
保
健
室｣

・
電
話
相
談
＝

ラ
イ
フ
ネ
ッ
ト
宮
崎

火
・
木
・
土　
午
後
７
時
～
11
時

☎
０
９
８
５
－
28
－
２
５
５
５

宮
崎
自
殺
防
止
セ
ン
タ
ー

日
・
月
・
水
・
金　
午
後
８
時
～
11
時

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
宮
崎
い
の
ち
の
電
話

毎
日　
午
後
９
時
～
午
前
４
時

☎
０
５
７
０
－
７
８
３
－
５
５
６

相
談
は
無
料
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●�

Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ　
☎
＃
８
０
０
８

●�

宮
崎
県
女
性
相
談
所

　
（
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
）

☎
０
９
８
５
－
22
－
３
８
５
８

●
警
察
安
全
相
談
室　
☎
＃
９
１
１
０

●
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
相
談
室

☎
０
９
８
５
－
60
－
１
８
２
２

●
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン（
法
務
省
）

☎
０
５
７
０
－
０
７
０
－
８
１
０

●�

性
暴
力
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　
さ
ぽ
ー
と
ね
っ
と
宮
崎

☎
０
９
８
５
－
38
－
８
３
０
０

●
町
女
性
相
談
所　
☎
52
－
０
９
９
９

●
町
役
場
総
務
課
行
政
係

☎
52
－
１
１
１
２

※
緊
急
時
は
迷
わ
ず
１
１
０
番
へ

配
偶
者
や
恋
人
な
ど
か
ら
の
暴

力
に
関
す
る
相
談
窓
口

３
月
１
日（
金
）～
31
日（
日
）は

｢

自
殺
予
防
月
間
」で
す

今
年
も「
三
股
町
春
ま
つ
り
」を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
の
最
新
情
報
や
開
花
状
況
は

町
公
式
観
光
サ
イ
ト
や
町
観
光
協
会
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

⃝

お
問
い
合
わ
せ
＝

町
観
光
協
会
事
務
局

（
企
画
商
工
課
内
）

☎
52
－
９
０
８
５

５
０
０
本
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
咲
き
誇

る
、
サ
ク
ラ
の
名
所
上
米
公
園
。
ま
ち
を

一
望
し
な
が
ら
満
開
の
サ
ク
ラ
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

⃝

開
催
期
間
＝

３
月
22
日（
金
）～
４
月
上
旬

※
開
花
状
況
で
変
更
あ
り

４・
６
㌶
の
園
内
に
約
６
万
本
の
ク
ル

メ
ツ
ツ
ジ
と
50
本
の
八
重
桜
が
同
時
に

咲
き
誇
る
椎
八
重
公
園
。
真
紅
の
ツ
ツ
ジ

と
、
そ
び
え
る
山
の
緑
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

が
醸
し
出
す
優
雅
な
自
然
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

⃝

開
催
期
間
＝

４
月
６
日（
土
）～
４
月
中
旬

※
開
花
状
況
で
変
更
あ
り

都
城
市
母
智
丘
の
大
祭
と
と
も
に
都

城
・
北
諸
地
方
の
二
大
ま
つ
り
と
い
わ
れ

る
の
が
本
町
の
早
馬
ま
つ
り
で
す
。

郷
土
芸
能
な
ど
の
奉
納
の
ほ
か
、
踊
り

や
演
奏
な
ど
の
多
彩
な
催
し
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

⃝

開
催
日
時
＝
４
月
29
日（
月
・
祝
）

⃝

開
催
期
間
＝

　
４
月
１
日（
月
）～
５
月
６
日（
月
）

⃝
会
場
＝
し
ゃ
く
な
げ
の
森

　
（
大
字
長
田
５
２
６
８
番
地
）

蓼
池
地
区
の
水
路
沿
い
に
４
㌔
㍍
に
わ

た
っ
て
咲
き
誇
る
芝
桜
。
満
開
の
時
期
に

合
わ
せ
て
、
次
の
と
お
り
催
し
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

⃝

開
催
期
間
＝

　
４
月
７
日（
日
）か
ら
１
週
間
程
度

⃝
�

場
所
＝
国
道
２
６
９
号
線
沿
い
菊
地
商

店
前
駐
車
場（
ま
つ
り
用
駐
車
場
有
）

⃝
�

内
容
＝
７
日
は
セ
レ
モ
ニ
ー
の
開
催
や

も
ち
つ
き
、ぜ
ん
ざ
い
を
販
売（
な
く
な

り
次
第
終
了
）。
ま
た
、
期
間
中
は
農
作

物
や
飲
料
の
販
売
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

⃝

お
問
い
合
わ
せ
＝

蓼
池
地
区
緑
保
全
会
事
務
局　

☎
０
９
０
－
３
０
７
２
－
３
６
７
２

｢
２
０
２
４
三
股
町
春
ま
つ
り
」を
開
催
し
ま
す

椎
八
重
公
園 

つ
つ
じ
ま
つ
り

し
ゃ
く
な
げ
の
森 

し
ゃ
く
な
げ
花
ま
つ
り

上
米
公
園 

桜
ま
つ
り

蓼
池 
芝
桜
ま
つ
り

早
馬
公
園 

早
馬
ま
つ
り

町公式
観光サイト

観光協会
インスタグラム

防
火
標
語

｢

火
を
消
し
て
　
不
安
を
消
し
て
　

つ
な
ぐ
未
来｣

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
ま

す
。
火
災
の
発
生
と
火
災
に
よ
る
死
亡
の

発
生
を
減
少
さ
せ
る
た
め
、
財
産
の
損
失

を
防
ぐ
た
め
、
火
の
取
り
扱
い
、
火
の
元

に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
と
定
期
的
な
点

検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

⃝

実
施
期
間
＝

　
３
月
１
日（
金
）～
７
日（
木
）

⃝

お
問
い
合
わ
せ
＝

都
城
市
消
防
局
予
防
課

☎
22
－
８
８
８
４

１
月
１
日
か
ら
１
月
31
日
ま
で

社
会
福
祉
法
人
三
股
町
社
会
福
祉
協
議
会

⃝

忌
明
寄
付

⃝

一
般
寄
付
…
…
…
…
…
…
…
…
…
な
し

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
を
実

施
し
ま
す

愛
の
ご
寄
付

寄
付
者

続
柄

故
人
名
年
齢

地
区

金
額

溝み
ぞ

口ぐ
ち

初は
つ

江え

夫

宣の
り
安や
す

86

梶
山

３
万
円

田た

実じ
つ

秀ひ
で

子こ

夫

八や

洲す

久ひ
さ

90
西
植
木
３
万
円

小お

田だ

口ぐ
ち
恵け

い
子こ

父
早わ
さ
田だ
昭あ
き
利と
し

93
西
植
木
３
万
円

新し
ん

森も
り

孝こ
う

一い
ち

子

健け
ん

一い
ち

52

蓼
池

３
万
円

中な
か

石い
し　

均ひ
と
し

母

マ
サ
子こ

90

谷

３
万
円

久く

保ぼ

次つ
ぎ

男お

妻

は
つ
子こ

73

櫟
田

３
万
円

間ま

世せ

田だ

周か
ね

子こ

夫

良よ
し
忠た
だ

95

下
新

１
万
円

福ふ
く

留ど
め

笑え
み

子こ

母
岩い
わ
下し
た
ス
ミ
子こ

93

上
米

２
万
円

岩い
わ

元も
と

勝し
ょ
う

一い
ち

父

兼か
ね
夫お

87

中
原

10
万
円

現
在
、
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス｢

く
い

ま
ー
る｣

は
町
内
４
つ
の
コ
ー
ス
を
運
行

し
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
に
策
定
し
た
三
股
町
地

域
公
共
交
通
計
画
に
基
づ
い
て｢

高
齢
者

の
買
い
物
や
通
院｣

、「
子
ど
も
た
ち
の
通

学
」な
ど
で
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
た

め
、
４
月
か
ら
路
線
を
再
編
し
て
運
行
し

ま
す
。

再
編
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
コ
ー
ス
の
終

点
が
三
股
駅
と
な
り
、
そ
こ
か
ら
市
街
地

を
走
る｢

ま
ち
な
か
コ
ー
ス｣

に
乗
り
継

ぐ
こ
と
で
、
よ
り
便
利
に
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
運
賃
や
回
数
券
な

ど
の
内
容
も
変
更
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
町
役
場
や
三
股
駅
な
ど
で

配
布
す
る
時
刻
表
ま
た
は
町
公
式
サ
イ
ト

な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

買
い
物
、
通
院
や
通
学
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
で
ま
す
ま
す
便
利
に
な
る｢

く

い
ま
ー
る｣

を
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
４
月
か
ら
の
運
賃
な
ど
に
つ
い
て

・
１
乗
車
…
…
…
…
…
…
…
１
０
０
円

　
※
乗
り
換
え
ご
と
に
必
要
で
す　

・
回
数
券
16
枚
綴
り
……
…
１
０
０
０
円

・
フ
リ
ー
パ
ス
券（
１
カ
月
）

　
　
　
　
　
…
…
…
…
…
３
０
０
０
円

※
中
学
生
以
下
は
、２
０
０
０
円

⃝

お
問
い
合
わ
せ
＝

総
務
課
行
政
係　
　
☎
52
－
１
１
１
２

く
い
ま
ー
る
バ
ス
事
務
局

☎
52
－
０
０
０
０

町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス「
く
い

ま
ー
る
」が
新
し
く
な
り
ま
す

三股駅三股駅

上米公園上米公園 長田峡長田峡

椎八重公園椎八重公園

田上・蓼池コース（既存）

宮村・植木コース（既存）

長田・梶山コース（既存）
内ノ木場・梶山コース（既存）

まちなかコース（新設）

くいまーる【４月からのコース】

コース 運行日
（生活支援便） 平日 土曜 日曜 祝日

（新設）まちなかコース 毎日 運行

運休

平
日
と
同
じ

長田・梶山コース 月・水・金 運行
内ノ木場・梶山コース 木 運休
田上・蓼池コース 火・木 運行
宮村・植木コース 火 運行

４月からの運行曜日

※�朝・夕に運行中の「通学支援便」は、ルート
などに若干の変更はありますが、おおむね現
在と同じように運行します。
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し
込
み
は
不
要
で
す
。

●
期
日
＝
４
月
10
日（
水
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時
30
分

●
講
師
＝
都
城
ひ
か
り
園
の
先
生

●
場
所
＝
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

�「
元
気
の
杜
」大
会
議
室
と
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー

当
セ
ン
タ
ー
は
、
ご
近
所
で
助
け
合
う

子
育
て
を
組
織
化
し
た
も
の
で
す
。“
依

頼
者
は
信
頼
・
安
心
し
て
預
け
、
提
供
者

は
大
切
に
か
わ
い
が
っ
て
預
か
っ
て
く
れ

る
”そ
ん
な
、
お
互
い
に
と
っ
て
優
し
さ

や
喜
び
が
響
き
合
う
こ
と
を
大
切
に
し
な

が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
人
に
甘
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
ま

ず
は
気
軽
に
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

利
用
す
る
に
は
事
前
に
会
員
登
録
が
必
要

で
す
。

●�

利
用
料
金
＝
町
が
一
人
目
の
み
１
時
間

３
０
０
円
を
助
成
し
ま
す
。

※
助
成
後
の
料
金
を
表
記
し
て
い
ま
す
。

●
期
日
＝
４
月
４
日（
木
）

●
受
付
時
間
＝
午
後
１
時
～
１
時
30
分

●
対
象
者
＝
令
和
５
年
３
月
生
ま
れ

　
　
　
　
令
和
６
年
１
月
生
ま
れ

●
持
っ
て
く
る
も
の
＝
母
子
健
康
手
帳

※�

希
望
者
に
は
、
お
っ
ぱ
い
相
談
や
栄
養

相
談
も
実
施
し
ま
す
。
お
っ
ぱ
い
相
談

希
望
者
は
タ
オ
ル
３
枚
程
度
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

●
期
日
＝
３
月
21
日（
木
）

●
受
付
時
間
＝
午
後
１
時
～
１
時
30
分

●
対
象
者
＝
令
和
４
年
７
～
８
月
生
ま
れ

●�

持
っ
て
く
る
も
の
＝
母
子
健
康
手
帳
、

ア
ン
ケ
ー
ト

※�

内
科
と
歯
科
の
診
察
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
希
望
者
に
は
心
理
相
談
、
歯
科
相

談
、栄
養
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

●
期
日
＝
４
月
11
日（
木
）

●
受
付
時
間
＝
午
後
１
時
～
１
時
30
分

●
対
象
者
＝
令
和
３
年
10
月
生
ま
れ

●�

持
っ
て
く
る
も
の
＝
母
子
健
康
手
帳
、

ア
ン
ケ
ー
ト

子
育
て
を
手
助
け
し
て
ほ
し
い
人 

→ 

お
ね
が
い（
依
頼
）会
員

子
育
て
を
援
助
し
た
い
人 

→ 

ま
か
せ
て（
提
供
）会
員

祉福と健保祉福と健保

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
ふ
わ
ふ
わ

布
絵
本
の
会
」の
手
作
り
の
作
品
を
使
っ

た
お
は
な
し
会
で
す
。

●
期
日
＝
３
月
19
日（
火
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～
11
時

※
予
約
が
必
要
で
す
。

笑
顔
を
運
ぶ
音
楽
団「
小
さ
な
音
楽
会
」

の
、
生
の
歌
と
演
奏
で
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。

●
期
日
＝
３
月
26
日（
火
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
～

●
場
所
＝
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
「
元
気
の
杜
」大
会
議
室

※
予
約
が
必
要
で
す
。

親
子
で
外
国
語
指
導
助
手
の
先
生
と
一

緒
に
英
語
に
慣
れ
親
し
み
な
が
ら
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

●
期
日
＝
毎
週
水
曜

●
時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

●
講
師
＝
ラ
イ
ト
・
デ
レ
ッ
ク
先
生

※
予
約
が
必
要
で
す
。

子
育
て
の
悩
み
や
発
達
の
不
安
な
ど
を

気
軽
に
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。「
小
さ
な

集
団
遊
び
」と
ひ
か
り
園
の
先
生
を
交
え

て
お
母
さ
ん
の
座
談
会
を
行
い
ま
す
。
申

※�

歯
科
の
診
察
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
希

望
者
に
は
、
こ
と
ば
の
相
談
、
栄
養
相

談
も
実
施
し
ま
す
。

●
期
日
＝
３
月
28
日（
木
）

●
受
付
時
間
＝
午
後
１
時
～
１
時
30
分

●
対
象
者
＝
令
和
２
年
６
～
７
月
生
ま
れ

●�

持
っ
て
く
る
も
の
＝
母
子
健
康
手
帳
、

ア
ン
ケ
ー
ト
、検
尿

※�

内
科
と
歯
科
の
診
察
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
希
望
者
に
は
、
心
理
相
談
、
こ
と

ば
の
相
談
、栄
養
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
町
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
「
元
気
の
杜
」の
中
に
あ
り

ま
す
。
利
用
で
き
る
の
は
、
未
就
学
の
子

ど
も
と
保
護
者
で
、
保
護
者
同
伴
が
原
則

で
す
。

開
放
日
は
月
曜
～
金
曜
の
午
前
９
時
～

正
午
と
、
午
後
１
時
～
３
時
で
、
開
放
日

に
合
わ
せ
て
、
毎
月
楽
し
い
行
事
や
教
室

を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
町
社
会

福
祉
協
議
会
公
式
サ
イ
ト
で
も
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。

　
「
子
ど
も
と
遊
べ
る
場
所
を
探
し
て
い

る
」、「
お
友
達
を
つ
く
り
た
い
」と
思
っ

て
い
る
保
護
者
は
、
ぜ
ひ
親
子
で
遊
び
に

来
て
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
遊
び

に
来
ま
せ
ん
か
？

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ　
　
　

 

☎
52
－
８
１
０
１

赤
ち
ゃ
ん
健
診

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ　
　
　
☎
52
－
８
４
８
１

子
ど
も

健
康
運
動
実
践
指
導
者
の
指
導
で
、
ス

ト
レ
ッ
チ
や
音
楽
に
あ
わ
せ
な
が
ら
歩
く

動
作
を
中
心
と
し
た
運
動
を
し
ま
す
。
運

動
を
始
め
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
期
日
＝
３
月
18
日（
月
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時

●�

持
っ
て
く
る
も
の
＝
室
内
用
シ
ュ
ー

ズ
、タ
オ
ル
、水
分

●
場
所
＝
町
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

※
動
き
や
す
い
格
好
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

令
和
５
年
度
の
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
の
助
成
期
間
が
３
月
31
日
で
終
了
と

な
り
ま
す
。
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

の
助
成
は
、
生
涯
に
１
回
の
み
で
す
。
対

象
者
に
は
ハ
ガ
キ（
予
防
接
種
券
）を
令

和
５
年
４
月
に
送
付
し
て
い
ま
す
。
受
け

て
な
い
人
は
早
め
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
、
１
回
接
種
す

る
と
約
５
年
は
効
果
が
持
続
し
、
接
種
年

齢
が
若
い
ほ
ど
免
疫
が
つ
き
や
す
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
65
歳
の
接
種
対
象

の
人
は
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し

ま
し
ょ
う
。

※�

肺
炎
球
菌
感
染
症
の
予
防
接
種
は
全
て

の
肺
炎
を
防
ぐ
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
予
防
接
種
を
強
制
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
接
種
対
象
者
＝

町
内
に
住
所
が
あ
る
、
65
歳
～
１
０
０

歳
で
、
５
歳
刻
み
の
年
齢
の
人（
誕
生
日

が
き
て
い
な
く
て
も
受
け
ら
れ
ま
す
）。

※
年
齢
は
、年
度
年
齢
で
す
。

（
例
）65
歳
：
昭
和
33
年
４
月
２
日
～

昭
和
34
年
４
月
１
日
生
ま
れ

対
象
者
の
詳
細
は
、
町
公

式
サ
イ
ト
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

※�

今
ま
で
に
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
人
、

医
師
の
診
察
の
結
果
予
防
接
種
を
受
け

る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
判
断
さ
れ
た

人
は
対
象
外
で
す
。

●
助
成
対
象
期
間
＝
３
月
31
日（
日
）ま
で

●�

接
種
場
所
＝
町
内
・
都
城
市
内
の
指
定

医
療
機
関

※
予
約
が
必
要
で
す
。

●
接
種
料
金
＝
個
人
負
担
２
５
０
０
円

（
町
負
担
：
４
５
０
０
円
）

※�

接
種
に
は
、
は
が
き（
予
防
接
種
券
）

と
健
康
保
険
証
が
必
要
で
す
。
紛
失
し

た
場
合
は
再
発
行
が
で
き
ま
す
の
で
、

町
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

口
腔
機
能
を
ア
ッ
プ
す
る「
あ
い
う
べ

体
操
」は
、
口
呼
吸
を
鼻
呼
吸
に
改
善
し

て
い
く
簡
単
な
口
の
体
操
で
す
。

●
体
操
の
効
果

①�

口
呼
吸
予
防
に
よ
る
ド

ラ
イ
マ
ウ
ス
の
改
善

②
免
疫
力
ア
ッ
プ

③
脳
の
活
性
化　
な
ど
。

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ　
　
　
☎
52
－
８
４
８
１

一　
般

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
た
ん
ぽ
ぽ

か
ら
の
お
知
ら
せ　
　
　  

☎
51
－
５
６
８
８

●
あ
い
う
べ
体
操
の
や
り
か
た

次
の
４
つ
の
動
作
を
順
に
く
り
返
し
ま

す
。
声
は
出
し
て
も
出
さ
な
く
て
も
か
ま

い
ま
せ
ん
。

『
あ
』…
口
を
丸
く
開
き
ま
す

『
い
』…�

首
に
筋
が
入
る
く
ら
い
口
を
真

横
に
開
き
ま
す

『
う
』…
唇
を
丸
く
突
き
出
し
ま
す

『
べ
』…�

舌
を
思
い
き
り
口
の
外
に
出
し

ま
す

こ
れ
を
１
セ
ッ
ト
と
し
、

１
分
間
に
10
セ
ッ
ト
繰
り

返
し
ま
し
ょ
う
。

口
腔
環
境
は
、全
身
の
健

康
と
密
接
に
関
連
し
て
い

ま
す
。歯
・
入
れ
歯
・
舌
を

磨
き
、う
が
い
を
し
ま
し
ょ

う
！

リ
ズ
ム
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

２
歳
６
か
月
児
歯
科
健
診

高
齢
者
（
介
護
保
険
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ  

☎
52
－
８
６
３
４・９
０
６
３

ご
存
知
で
す
か
？『
あ
い
う
べ

体
操
』

英
語
で
あ
そ
ぼ
う

ふ
わ
ふ
わ
布
絵
本

１
歳
６
か
月
児
健
診

親
子
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
教
室

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予

防
接
種
の
助
成
を
し
て
い
ま
す

３
歳
児
健
診

利
用
時
間

１
時
間
当
た
り
の
利
用
料

月
〜
金
曜

午
前
７
時
〜
午
後
7
時

３
０
０
円

月
〜
金
曜
の
早
朝
、
夜
間

と
土
曜
・
日
曜
・
祝
日

子
ど
も
１
人
目
の
み

５
０
０
円

兄
弟
利
用
２
人
目
か
ら

４
０
０
円

足もと元気教室
●日程＝3月15日～４月14日までの分
地区名 時間 場所 日程

1地区 午前９時30分～11時 第1地区分館
３月15日（金）

４月５日（金）

2地区 午後１時30分～３時 2地区交流プラザ ４月４日（木）

3地区 午後１時30分～３時 第3地区分館 ４月11日（木）

4地区 午前９時30分～11時 第4地区分館 ３月19日（火）

5地区 午後１時30分～３時 轟木集落館 ３月21日（木）

蓼池 午前９時30分～11時 蓼池児童館 ３月21日（木）

花見原 午前９時30分～11時 花見原コミュニティセンター ４月３日（水）

餅原 午前９時30分～11時 餅原営農研修館 ３月18日（月）

中原 午前９時30分～11時 中原コミュニティセンター
３月27日（水）

４月10日（水）

下新 午前９時30分～11時 第7地区分館 ４月12日（金）

8地区 午前９時30分～11時 第8地区分館 ３月22日（金）

9地区 午後１時30分～３時 第9地区分館
３月27日（水）

４月10日（水）

※今回、４地区は3月19日（火）午前9時３０分からとなります。
● 準備するもの＝体操のできる服装、タオル、シューズ、水分補給用

の飲み物
※ ３月1日～ 14日の日程は、『広報みまた』先月号をご参照ください。
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交通事故（人身）発生ワースト順位�◎県内第15位／令和５年12月31日現在（全26市町村中）※ワースト…悪い方からの順位

情のしらく　 報情のしらく 報

◎町税の納付は「安心・便利・確実」な口座振替のご利用を！◎この社会 あなたの税が生きている◎たばこは町内で買いましょう

税のお知らせ ●税務財政課からのお知らせ¥

三股町の人口（令和６年２月１日現在） ◦男／11,904人◦女／13,502人◦合計／25,406人（前月比−20人）
◦世帯数／10,382戸（−13戸）◦出生／13人◦死亡／23人◦転入／43人◦転出／53人

（
切
り
取
っ
て
ポ
ス
ト
へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
）

今月号を読んだ感想、今後取り上げてほしい話題や記
事、あなたの身近で起きた出来事などお寄せください。

皆さんのまちづくりに対する夢あるご意見、ご提
案を募集します。

お送りいただいた個人情報等は、今後の広報紙の誌面づくりの参考に致します。
それ以外に情報の利用は致しません。

休日急患診療機関くらしのカレンダー 〔ゴミ回収日・図書館休館日・イベント〕

★コロナウイルス対策により、急きょ休館になる場合があります。ホームページでご確認ください。

日 月 火 水 木 金 土

1 2
可燃物

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
可燃物
図書館休館日

可燃物 可燃物

10 11 12 13 14 15 16
可燃物
図書館休館日

可燃物 白色トレイ
ペットボトル

可燃物

17 18 19 20
春分の日

21 22 23
可燃物
図書館休館日

可燃物
図書館休館日

缶・ビン 可燃物

24 25 26 27 28 29 30
可燃物
図書館休館日

可燃物 不燃物 可燃物

31

3月 5月

二次元コードを
読み込むと町の
公式ホームペー
ジのアドレスが
表示されます。

休日急患診療機関 3月

「固定資産課税台帳」
「土地・家屋価格等縦覧帳簿」を無料で縦
覧・閲覧できます
令和６年度の「固定資産課税台帳」と「土地・家屋価
格等縦覧帳簿」を無料で縦覧・閲覧できます。
●縦覧・閲覧日時
・期日＝４月1日（月）～４月３０日（火）
※ただし、土曜・日曜・祝日を除く。
・時間＝午前８時30分～午後５時
※ただし、午後０時15分～１時を除く。
●縦覧・閲覧場所
・税務財政課（町役場１階５番窓口）
●縦覧・閲覧ができる人
・固定資産の所有者本人
・固定資産の所有者の同意を得た人

・�固定資産税の納税管理人、相続人代表者（届け出を
している人）
※本人確認ができるもの（運転免許証など）が必要です。
※�固定資産の所有者以外の人が縦覧・閲覧をするとき
は「委任状」が必要です。

●縦覧・閲覧に係る手数料
この期間に限り、縦覧・閲覧をするときは手数料が掛かり
ません。ただし、縦覧・閲覧以外の各種証明書が必要な
場合、発行手数料が必要となります。ご注意ください。

固定資産税納税通知書を送付します
４月上旬に固定資産税の納税通知書を送付します。こ
の通知書に記載されている「課税明細」と、今回縦覧（閲
覧）できる内容は同じものです。記載内容に不明な点があ
りましたら、資産税係までお問い合わせください。
■お問い合わせ＝資産税係　☎52-9636

※ 休日急患診療機関の診療時間は午前9時～午後6時です。やむを得ず変更
する場合がありますので、☎23-5555でご確認ください（夜間は都城夜間
急病センター☎36-8890まで）。なお歯科については☎25-4100にお問
い合わせください。

日 病院名 町　名 電話番号

3 日

柳田病院（小・内） 東 町 ☎22-4862
宮永病院（内・胃・外） 松 元 町 ☎22-2015
隅病院（内・胃） 高 崎 町 ☎62-1100
もりやま脳神経外科（脳） 久保原町 ☎21-6888
橘病院（整） 中 町 ☎23-7236
もりぞの耳鼻咽喉科（耳鼻） 甲斐元町 ☎36-6036

10日

久保原田中医院（内・小） 久保原町 ☎22-7700
都城在宅医療クリニック（内） 南横市町 ☎58-9808
大岐医院（内・胃） 山之口町 ☎57-2025
たかお浜田医院（外・内） 鷹 尾 ☎22-8818
寺本整形外科医院（整） 北 原 町 ☎22-1171
武田産婦人科医院（産・婦） 蔵 原 町 ☎22-0336

17日

山内小児科医院（小） 上 町 ☎22-0048
坂元医院（内・胃） 牟 田 町 ☎22-0360
大橋クリニック（内・消・リハ） 庄 内 町 ☎37-0539
川畑医院（外・胃） 年 見 町 ☎46-3225
石井皮膚科医院（皮） 蔵 原 町 ☎23-4588
小山田眼科医院（眼） 松 元 町 ☎22-0710

20水

たけしたこども医院（小） 三 股 町 ☎51-0005
田口循環器科内科クリニック（内） 下 川 東 ☎24-0600
園田光正内科医院（内） 太郎坊町 ☎38-5115
柳田病院（脳・外） 東 町 ☎22-4862
速見泌尿器科医院（泌） 妻ケ丘町 ☎24-8344
吹上耳鼻咽喉科医院（耳鼻） 鷹 尾 ☎21-4133

24日

はしぐち小児科（小） 都 原 町 ☎24-5500
すみクリニック（内） 東 町 ☎36-7701
ホームクリニックみまた（内・呼） 三 股 町 ☎52-1348
山路医院（外・内） 山 田 町 ☎64-3133
よしかわクリニック（麻・整・内） 前 田 町 ☎23-9384
西元眼科医院（眼） 中 原 町 ☎25-8888

31日

ふくしまクリニック（内・消・小） 下 川 東 ☎46-5001
ゆうクリニック（内） 広 原 町 ☎46-6100
佐々木医院（内） 高 崎 町 ☎62-1103
とまり内科外科胃腸科医院（内・外・胃） 三 股 町 ☎52-1135
いのまた整形外科クリニック（整） 五 十 町 ☎36-6272
よしだ眼科クリニック（眼） 三 股 町 ☎77-8817

４
月
は
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
行

わ
れ
ま
す
。
こ
の
運
動
は
、
交
通
ル
ー
ル

の
順
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を

習
慣
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故
防

止
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

新
学
期
・
新
生
活
が
始
ま
る
４
月
か
ら

６
月
に
か
け
て
、
交
通
事
故
が
増
加
す
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
児
童
生
徒
の
登
下
校

中
、
自
転
車
乗
用
中
の
事
故
が
多
く
、
横

断
歩
道
で
は
な
い
と
こ
ろ
を
横
断
す
る
な

ど
、
歩
行
者
の
交
通
ル
ー
ル
違
反
も
見
受

け
ら
れ
ま
す
。

一
人
一
人
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
地

域
一
帯
と
な
っ
て
、
交
通
安
全
運
動
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

・�

横
断
歩
道
で
は
、
必
ず
止
ま
り
、
右
と

左
を
よ
く
見
て
、
車
が
来
て
い
な
い
こ

と（
ま
た
は
車
が
止
ま
っ
て
い
る
こ
と
）

を
確
認
し
て
か
ら
渡
り
ま
し
ょ
う
。

・
信
号
無
視
は
絶
対
に
ダ
メ
！

走
行
す
る
車
の
直
前
・
直
後
の
横
断
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

・�

反
射
材
用
品
な
ど
を
身
に
着
け
ま

し
ょ
う
。

・�

横
断
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
す
。
運
転

者
に
は
、
横
断
歩
道
手
前
で
の
減
速
義

務
や
停
止
義
務
が
あ
り
ま
す
。
歩
行
者

や
ほ
か
の
車
両
に
対
す
る｢

思
い
や
り・

ゆ
ず
り
合
い｣

の
気
持
ち
を
も
っ
て
運

転
し
ま
し
ょ
う
。

・�
飲
酒
運
転
や
あ
お
り
運
転(

妨
害
運

転)
は
、
極
め
て
悪
質
で
危
険
な
犯
罪

で
す
。
お
酒
を
飲
ん
だ
ら
絶
対
に
車
を

運
転
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
あ
お
り
運

転
も
や
め
ま
し
ょ
う
。

・�

ヘ
ル
メ
ッ
ト
非
着
用
時
の
致
死
率
は
、

着
用
時
と
比
べ
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

利
用
者
は
、
必
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

し
ま
し
ょ
う
。

・�

交
通
ル
ー
ル
を
正
し
く
理
解
し
、
守
り

ま
し
ょ
う
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を

操
作
し
な
が
ら
の
運
転
は
、
危
険
で
す

の
で
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

運
動
期
間
中
、
町
内
で
は
、
地
域
一
体

と
な
っ
て
、
通
学
通
勤
時
間
帯
で
の
街
頭

指
導
や
広
報
活
動
な
ど
、
交
通
安
全
の
啓

発
活
動
を
行
い
ま
す
。

歩
行
者
も
交
通
ル
ー
ル
を
守
ろ
う
！

道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、
横
断
歩

道
を
渡
り
ま
し
ょ
う

令
和
６
年
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

期
間
：
４
月
６
日（
土
）～
15
日（
月
）

自
転
車
利
用
者
・
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド

な
ど
の
利
用
者
は
、ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
！

横
断
歩
道
は
、
歩
行
者
優
先
！

｢

思
い
や
り
・
ゆ
ず
り
合
い｣

運
転
を

心
が
け
ま
し
ょ
う

町では、公式LINE
を運用しています
町では、昨年９月からLINE公
式アカウントの運用を開始して
います。
町からさまざまな情報をお届
けしますので、ぜひ友だち登録
をお願いします。
詳しくは、町公式サイトをご確
認ください。

友だち登録は
こちらから⬆ 町公式サイトは

こちらから⬆
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ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

通信
弓
道
が
生
活
の
中
心

「
仕
事
終
わ
り
も
休
日
も
、
１
日

１
０
０
回
は
弓
を
引
か
な
い

と
落
ち
着
き
ま
せ
ん
」。
兄
の
応
援
に
訪

れ
た
会
場
で
見
た
は
か
ま
姿
に
あ
こ
が

れ
、
弓
道
を
始
め
た
の
は
中
学
１
年
生
の

と
き
。
簡
単
そ
う
に
見
え
た
が
、
最
初
は

的
に
当
た
る
ど
こ
ろ
か
届
か
な
い
。
筋
ト

レ
や
体
幹
を
鍛
え
、
的
に
当
た
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
約
１
年
後
。
だ
ん
だ
ん
良
く

な
る
姿
勢
と
イ
メ
ー
ジ
ど
お
り
飛
ん
で

い
く
矢
に
、
弓
道
の
面
白
さ
と
奥
深
さ
を

知
っ
た
。
転
機
は
高
校
１
年
生
の
冬
。
よ

り
う
ま
く
な
り
た
い
と
、
高
校
総
体
で

優
勝
経
験
の
あ
る
兄
に
特
訓
を
頼
ん
だ
。

「
体
の
使
い
方
や
力
の
抜
き
方
を
叩
き
こ

ま
れ
た
お
か
げ
で
今
が
あ
り
ま
す
」と
話

す
よ
う
に
、
高
校
３
年
時
に
九
州
ブ
ロ
ッ

ク
国
体
で
、
昨
年
は
か
ご
し
ま
国
体
の
遠

的
の
部
で
優
勝
し
た
。
今
年
は
、
佐
賀
国

ス
ポ
で
の
遠
的
連
覇
と
近
的
の
部
優
勝
を

目
指
す
。「
弓
道
が
生
活
の
中
心
で
、寝
て

も
覚
め
て
も
考
え
て
い
ま
す
」と
話
す
後

藤
さ
ん
は
、
理
想
の
正
し
く
美
し
い
射
形

に
近
づ
く
た
め
、今
日
も
弓
を
引
く
。

今月の特集は、ＨＰＶワクチンです。
お話をお伺いした川越先生は、5㌻
のインタビューにもあるとおり産婦
人科医として活躍されていて、ご自
身の経験をもとにＨＰＶワクチン接種
率向上への思いを熱くお話しいただ
きました。私がハッとさせられたのは
｢予防の意識が浸透していない｣とい
う言葉です。何かあったら病院に行く
ということは、何かあるまでは病院に
行かないということ。しかし、大きな
病気であるほど、何かあってからでは
手遅れになってしまいます。恥ずかし
い話ですが、私はこの特集で学ぶま
で、ウイルスを原因とするがんがあ
るなんてそもそも知りませんでした。
予防の第一歩はまず知ることから。
知識のアップデートに役立つさまざ
まな情報を発信していければと気持
ちを新たにしました。〈や〉

茶じょけ

発行・編集／三股町��総務課
〒889-1995
宮崎県北諸県郡三股町五本松1番地1
TEL�0986-52-1111（代表） 
FAX�0986-52-4944
町公式URL
https://www.town.mimata.lg.jp
町FacebookURL
https://www.facebook.com/mimatatown

令和６年３月１日号No.643

※�「国民体育大会」は、令和6（2024）年より「国民スポーツ大会」
に名称が変更になりました。

ま
ち
を
支
え
る
人
た
ち
179

西
植
木
在
住 

後ご

藤と
う 

蒼あ
お

依い

（
20
）さ
ん

正
射
必
中
、理
想
を
追
求
す
る
毎
日

●
祝
５
周
年｢

青
葉
食
堂｣

今
回
は
、
今
月
の
18
日
で
５
周
年

を
迎
え
る｢

青
葉
食
堂｣

さ
ん
で
す
。

ご
存
じ
の
人
も
多
い
か
と
思
い
ま
す

が
、
青
葉
食
堂
さ
ん
は
か
つ
て
、
よ

か
も
ん
や
の
店
内
厨
房
で
３
年
弱
の

間
、
お
弁
当
を
製
造
販
売
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
現
在
の
場
所（
宮
村
）
に

古
民
家
カ
フ
ェ
を
構
え
ら
れ
て
今
年

で
５
周
年
。【
か
ら
だ
に
や
さ
し
い

メ
ニ
ュ
ー
】を
コ
ン
セ
プ
ト
に
地
元

の
お
野
菜
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
た『
選

べ
る
ラ
ン
チ
セ
ッ
ト
』を
提
供
さ
れ

て
い
ま
す
。
お
い
し
さ
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
で
も
広
が
り
、
遠
方
か
ら
訪
ね

て
こ
ら
れ
る
お
客
様
も
多
く
い
る
そ

う
で
す
。
さ
ら
に
、
ス
タ
ッ
フ
の
人

柄
の
良
さ
、
ほ
ん
わ
か
し
た
お
店
の

雰
囲
気
も
あ
り
、
つ
い
つ
い
長
居
し

た
く
な
る
居
心
地
の
良
い
人
気
店

で
す
。
ま
だ
行
っ
た
こ
と
の
な
い
人

は
、
ぜ
ひ
訪
ね
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
自
家
製
の『
玉
ね
ぎ
ド
レ
ッ

シ
ン
グ
』と『
人
参
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
』

は
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
も
商
品
提
供

さ
れ
て
い
ま
す
。
よ
か
も
ん
や
で

は
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
は
も
ち
ろ
ん
、

大
人
気
の『
日
替
わ
り
弁
当
』や
小

ぶ
り
の『
お
に
ぎ
り
弁
当
』を
販
売

し
て
い
ま
す
。

ん
じ
ゃ
様

〒
８
８
９

―

１
９
０
１ 

宮
崎
県
北
諸
県
郡
三
股
町

大
字
樺
山
４
４
２
１
番
地
22（
JR
三
股
駅
隣
）

☎
０
９
８
６（
52
）３
１
３
１

営
業
時
間
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

定
休
日
／
毎
週
木
曜（
祝
日
を
除
く
）

http://mimatan.com

三
股
町
物
産
館
よ
か
も
ん
や　
情
報
発
信
コ
ー
ナ
ー

だ
よ
り
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POST CARD

お手数ですが
63 円切手を
貼ってお出し

ください。

8 8 9 1 9 9 5

（
切
り
取
っ
て
ポ
ス
ト
へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
）

氏　名
フリガナ

ご住所

電　話 （　　　　　　）　　　　　ー

年　齢 性　別 男 ・ 女

三股町役場　総務課
秘書広報係�行

2024.3　vol.643

わが家の一番星わが家の一番星

わが家の一番星�町内在住で３歳以下のお子さんについて、掲載申
込書に写真を添えてお申し込みください。
ご長寿万歳 町内在住で80歳以上の元気な高齢者について、掲載申
込書に写真を添えてお申し込みください。
※ 「わが家の一番星」「ご長寿万歳」の掲載申込書は町役場にあります。

また町公式サイトからダウンロードすることもできます。
　（町公式サイトアドレス… https://www.town.mimata.lg.jp）

堀ほ
り

内う
ち 

玲た
ま

希き

ち
ゃ
ん

令
和
４
年
６
月
３
日
生
ま
れ（
１
歳
）

堀
内
竜
志
さ
ん・み
さ
よ
さ
ん
の
次
女

も
う
す
ぐ
お
姉
ち
ゃ
ん
に
な
り
ま
す
。

い
ま
の
う
ち
に
沢
山
甘
え
て
い
い
よ
♥

い
つ
も
可
愛
い
笑
顔
を
あ
り
が
と
う
！

ち
ょ
っ
と
は
ず
か
し
が
り
や
だ
け
ど
、

笑
顔
が
と
っ
て
も
ス
テ
キ
な
す
ー
ち
ゃ

ん
。
我
が
家
の
ア
イ
ド
ル
で
す
。
笑

𠮷よ
し

川か
わ 

翠す

亜あ

來ら

ち
ゃ
ん

令
和
４
年
６
月
25
日
生
ま
れ（
１
歳
）

𠮷
川
将
智
さ
ん・由
美
の
長
女

大人も一緒に「食育」
健康バランス食実践のために

旬の食材はおいしい！栄養
価が高い！安い！といいこ
と尽くしです。旬の食材を
使った健康バランス食を紹
介します。ご家庭での献立
にご利用ください。

いきいき
げんき！

問い合わせ：町健康管理センター  ☎ 52 − 8481

毎 月19日 は
食 育 の 日

町の栄養士から

❶�主食・主菜/ちらし寿司
407㌔㌍　塩分0.9㌘
材　料　�ごはん…150㌘、寿司酢…大さじ１、新ゴボウ…30㌘、

シイタケ…40㌘、ニンジン…20㌘、酢レンコン…５枚程
度、新ショウガ…少々、油…小さじ２、▼砂糖…小さじ
1/3、▼しょうゆ…小さじ3/4、▼酒…小さじ1/2、ごま
…少々、【飾り】◆錦糸卵…卵半分程度、◆スナップエン
ドウ…1個

作り方� ①�酢レンコンは飾り用に１枚をいちょう切りに、残りと
新ゴボウ、シイタケ、ニンジンは0.5cmの角切りにす
る。新ゴボウはあく抜きをしておく。

� ②新ショウガを粗みじん切りにする。
� ③鍋に油を熱し、①の角切りの野菜を炒める。
� ④�火が通ったら▼を混ぜ入れ、ふたをして弱火で汁気が

なくなるまで煮込み、冷ましておく。
� ⑤�少し硬めに炊いたごはんに寿司酢を入れて混ぜ、そこ

に②と③とごまを入れて混ぜ合わせる。
� ⑥スナップエンドウは筋をとり、さっと茹でておく。
� ⑦�器に④の酢飯を盛り、◆と飾り用の酢レンコンで飾る。

❷�副菜/ブロッコリーの白和え
77㌔㌍　塩分0.7㌘
材　料　�ブロッコリー…60㌘、●絹ごし豆腐…70㌘、●みそ…小

さじ1/2、●しょうゆ…小さじ1/3、●砂糖…小さじ1/3、
●かつお節…少々

作り方� ①�ブロッコリーは小房に分け、電子レンジで火が通るま
で加熱する。

� ②�絹ごし豆腐はキッチンペーパーで包み、水気を切って
おく。

� ③ボウルに●を入れてよく混ぜ合わせる。
� ④�②のボウルに加熱したブロッコリーを入れ混ぜる。

❸�副菜/菜の花のお吸い物
35㌔㌍　塩分1.1㌘
材　料　�菜の花…15㌘、かまぼこ…25㌘（約２枚）、出し汁…150㌘、

■しょうゆ…小さじ1/4、■みりん…少々、■酒…少々
作り方� ①�菜の花はさっと湯がき、水気をきって食べやすい大き

さに切る。かまぼこも食べやすい大きさに切る。
� ②鍋に出し汁を沸騰させ、■で味をととのえる。
� ③�②の鍋に菜の花とかまぼこを入れて軽く沸騰させる。

❹�もう一品/菱もち風寒天
143㌔㌍　塩分0.1㌘
材　料　�イチゴ…４個、キウイ（緑）…1/2個、牛乳（常温）、80㍉

㍑、粉寒天…10㌘、砂糖…小さじ３、水…270㍉㍑�
作り方� ※牛乳パックを輪切りにしたものを用意する。
� ①�イチゴとキウイを飾り用に少し残し、それ以外をそれ

ぞれすりつぶす。
� ②�鍋に水100㍉㍑と粉寒天３㌘程度を入れ、沸騰後２分

ほどよくかき混ぜる。
� ③�②に砂糖小さじ１とすりつぶしたキウイを入れて混

ぜ、牛乳パックに入れて冷蔵庫で固まるまで冷やす。
� ④�鍋に水70㍉㍑と粉寒天３㌘程度を入れ、沸騰後２分

ほどよくかき混ぜる。
� ⑤�④に砂糖小さじ１と牛乳を入れて混ぜ、③の牛乳パッ

クに注ぐ。
� ⑥再び冷蔵庫で固まるまで冷やす。
� ⑦�②の作業を再び行い、砂糖小さじ１とすりつぶしたイ

チゴを入れて混ぜる。
� ⑧�⑥で冷蔵庫に入れた牛乳パックに注ぎ、冷蔵庫で固ま

るまで冷やす。
� ⑨�⑧が固まったら容器から外し、①で残しておいたイチ

ゴとキウイを好きな形に切って飾りつける。

❶❶

❷❷
❸❸

❹❹

問い合わせ　総務課　秘書広報係　☎52-1113（直通）

３月の旬の食材
・スナップエンドウ・新ゴボウ
・新ショウガ・ブロッコリー
・菜の花・イチゴ・キウイ
※材料は全て1人分です

最新のイベント情報は、「よかもんや」公式サイトか
インスタグラムでご確認ください。

イベント出店情報

生産者・青葉食堂／大字宮村2979-2
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